
待ちに待った成人式　〜令和3年成人式〜

生中継・録画中継で
本会議を傍聴できます。

議会映像配信の議会映像配信の
お知らせお知らせ

令和3年7月発行 No.64

一般質問では
　 様 な々ことを
　　　質問したよ。

令和３年第３回定例会の予定
･････裏

表
紙

鉾田市マスコットキャラクター

令和３年第１回臨時会の審議結果は？ ･･･････ P2
令和３年第２回定例会の審議結果は？ ･････P3〜 7
ここが聞きたい！一般質問
　　　　　　 ８人が質問しました ･････ P8〜12
議会の活動を報告します ･･････････････････P13
請願審査結果は？ ･･･････････････････････P14
お知らせ ･･････････････････････････････P15
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令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会　

主
な
日
程　

／　

概
要　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

4
月
14
日
〔
水
〕
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　
・
開
会

　
　
　
　
　
　
　
・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
　
　
　
　
　
・
会
期
の
決
定

　
　
　
　
　
　
　
・
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
・
市
長
提
出
議
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
　

   （
議
案
第
１
号
か
ら
第
5
号
）

　
　
　
　
　
　
　
・
鉾
田
・
大
洗
広
域
事
務
組
合
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
・
閉
会

　
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会

会
議
名

議　　　案　　　等

第
１
回
臨
時
会

議案第 1号 専決処分の承認について（鉾田市税条例等の一部を改正する条例）

議案第 2 号 専決処分の承認について（鉾田市介護保険条例の一部を改正する条例）

議案第 3 号 専決処分の承認について（鹿島地方公平委員会共同設置規約の一部を改正する規約）

議案第 4 号 専決処分の承認について（令和 2 年度鉾田市一般会計補正予算（第 13 号））

議案第 5 号 令和 3 年度鉾田市一般会計補正予算（第２号）

主 な 日 程
　

令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
4
月
14
日
の
１
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
市
長
か
ら
、
税
条
例
、
介
護
保
険
条
例
、
鹿
島
地
方

公
平
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の
改
正
及
び
令
和
2
年
度
一
般
会

計
予
算
の
繰
越
に
対
す
る
専
決
処
分
の
承
認
や
、
公
立
認
定
こ

ど
も
園
建
設
に
係
る
旧
鉾
田
小
学
校
校
舎
解
体
撤
去
工
事
等
に

対
す
る
経
費
を
増
額
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
な

ど
5
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
今
臨
時
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

概 　 　 要

専決処分とは・・・
緊急時で議会を招集する時間がない場
合などに、議会が議決すべき事項を、
市長が代わって意思決定を行うこと。
ただし、次の議会で報告をし、承認を
求める必要があるよ。

鉾
田
・
大
洗
広
域
事
務
組
合
議
員

井
川 

茂
樹
・
岩
間 

勝
栄
・
水
上 

美
智
子

（
当
選
人
）

選　
挙
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令
和
３
年
第
２
回
定
例
会　

主
な
日
程　

／　

概
要　

６
月
4
日
〔
金
〕
本
会
議

 

・
開
会

 

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

 

・
会
期
の
決
定

 
・
諸
般
の
報
告

 
・
行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案
の
説
明

 
　
（
議
案
第
１
号
か
ら
第
７
号
）

6
月
8
日
〔
火
〕
本
会
議

 

・
一
般
質
問

6
月
９
日
〔
水
〕
本
会
議

 

・
一
般
質
問

6
月
10
日
〔
木
〕
本
会
議

 

・
議
案
第
7
号
質
疑

 

・
予
算
特
別
委
員
会
設
置

 

予
算
特
別
委
員
会

6
月
14
日
〔
月
〕
予
算
特
別
委
員
会

6
月
17
日
〔
木
〕
本
会
議

 

・
議
案
第
7
号
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決

 

・
議
議
案
第
２
号
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

 

・
市
長
提
出
議
案
の
説
明
（
議
案
第
8
号
か
ら
第
9
号
）

6
月
18
日
〔
金
〕
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

6
月
21
日
〔
月
〕
経
済
建
設
常
任
委
員
会

6
月
22
日
〔
火
〕
総
務
企
画
常
任
委
員
会

6
月
24
日
〔
木
〕
本
会
議

 

・
議
案
第
1
号
か
ら
第
6
号
及
び
第
8
号
か
ら
第
9
号

 
  

質
疑
・
討
論
・
採
決　

 

・
請
願
第
03-

１
号
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

 

・
議
議
案
第
3
号
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

 

・
常
任
委
員
会
委
員
の
改
選

 

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
及
び
議
会
広
報
編
集
委
員

 
  

会
委
員
の
改
選

 

・
閉
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会

主 な 日 程

　

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
６
月
24
日
ま

で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
市
長
か
ら
地
域
振
興
券
に
対
す
る
経
費
を
増
額
す

る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
な
ど
計
9
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、議
員
か
ら
は
2
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
案
第
７
号
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
地
域
振
興
券
事
業
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、

集
中
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（ 

☞ 

Ｐ
6
）

　
一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、
鉾
田
市
地

域
振
興
券
事
業
や
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
、
本
市
の
財

政
状
況
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。  （
☞
Ｐ
8
～
Ｐ
12
）

　

総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
「
飯
名
地
区
市
有
地
に
関
す
る

利
活
用
の
進
捗
状
況
」、「
入
札
」
に
つ
い
て
な
ど
3
件
の
所
管

事
務
調
査
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
陳
情
審
査
と
「
サ
ツ

マ
イ
モ
基
腐
病
の
状
況
」
に
つ
い
て
の
所
管
事
務
調
査
及
び
移

動
型
住
宅
の
視
察
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
請
願
審
査
と

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
く
変
異
株
感

染
拡
大
に
伴
う
対
策
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
変
異
株
に
対
応
す
る
た

め
の
学
校
運
営
の
変
更
点
」
な
ど
3
件
の
所
管
事
務
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
☞
Ｐ
13
、
14
）

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
の
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
及
び
工
事
請
負
契
約
の
締
結
は
否
決
さ
れ
、

そ
の
他
提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
、
請
願
は
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
議
案
第
２
号
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
対
応
へ
の
決
議
書
（
案
）
の
提
出
に
つ
い

て
」
及
び
議
議
案
第
３
号
「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実

現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
」
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 （
☞
Ｐ
７
、
14
）

概 　 　 要
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令
和
３
年
第
２
回
定
例
会　
　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

会
議
名

議員名

議案等

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

井
川
倫
士

亀
山
　
彰

二
重
作 

茂
兵
衛

小
沼
　
勝

根
嵜
　
眞

水
上 

美
智
子

入
江
　
晃

岩
間
勝
栄

井
川
茂
樹

米
川
宗
司

山
口
　
德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野
　
衛

討 論
採
決
結
果

※ 議 案 等
　 について

賛 成 反 対

第　
２　
回　
定　
例　
会

第７号

令和３年度鉾田
市一般会計補正
予算（第４号）

（地域振興券事業）

● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ● ● ○ 高野
鬼澤

井川
（倫）
土子

否決

第９号

工事請負契約の
締結について

（鉾田市立認定こ
ども園整備事業）

● ● ○ ○ ● ○ ● ● ● 除 ○
※
●
　

○ ○ ○ ● ● ○ − 井川
（倫） 否決

※可否同数のため議長裁決　○：議案等に対して賛成 　●：議案等に対して反対 　退：退席 　⽋：⽋席 　除：除斥

会
議
名

議　　　案　　　等

第　
２　
回　
定　
例　
会

第１号 鉾田市生涯学習館の設置及び管理に関する条例の制定について

第２号 鉾田市手数料徴収条例の一部改正について

第３号 令和３年度鉾田市一般会計補正予算（第３号）

第４号 令和３年度鉾田市介護保険特別会計補正予算（第１号）

第５号 鉾田市教育委員会教育長の任命について（安原　優氏）

第６号 専決処分の承認について
（鉾田市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例）

第８号 令和３年度鉾田市一般会計補正予算（第５号）

請願
第03-1号

「安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書」を国
に提出することを求める請願書

議議案
第２号 新型コロナウイルスに対する対応への決議書（案）の提出について

議議案
第３号

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書の提出
について

議長裁決とは・・・
特別な場合を除いて議会の議事は、出席議員の
過半数で議案の賛否を決するけど、可否同数の
ときは議長が決するよ。
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令
和
３
年
第
２
回
定
例
会　

委
員
会
委
員
の
改
選

任期満了に伴い委員を改選しました
委　員　会　名 委　員　長 副 委 員 長 委　　　　　　員

総 務 企 画 常 任 委 員 会　　 亀 山　　 彰 土 子 勝 也
岩 間 勝 栄 米 川 宗 司
田 口 清 一 高 野　　 衛

経 済 建 設 常 任 委 員 会　 髙 埜 栄 治 根 嵜　　 眞
井 川 倫 士 二重作 茂兵衛
入 江　　 晃 井 川 茂 樹

厚 生 文 教 常 任 委 員 会　 小 沼　　 勝 羽 成 洋 一
鬼 澤 治 男 水 上 美 智 子
山 口　　 德 堀 田 正 衛

議 会 運 営 委 員 会　 根 嵜　　 眞 小 沼　　 勝
土 子 勝 也 羽 成 洋 一
髙 埜 栄 治 亀 山　　 彰
入 江　　 晃 　

議 会 広 報 編 集 委 員 会　 井 川 倫 士 鬼 澤 治 男
土 子 勝 也 亀 山　　 彰
水 上 美 智 子 入 江　　 晃

Ｑ：常任委員会ってどんな役割があるの？

Ａ：市長や議員から出された予算や条例などの案（議案）や、市民などから
提出された要望（請願）などは、本会議で話し合う前に、担当の常任委
員会に内容の審査が任せられます（付託）。付託された常任委員会では、
少人数でより専門的な審査を行い、議案や請願に賛成か反対か委員会の
意思を多数決で決めて、その結果を本会議で報告します。また、常任委
員会では担当する市の事務を調査することができます。議員は必ずいず
れかの常任委員会に所属することになります。

○担当する市の事務

総務企画
常任委員会

経済建設
常任委員会

厚生文教
常任委員会

【政策企画部・総務部・会計課・議会事務局】
市の基本計画や財政、地域振興、戸籍、住民基本台帳、選挙、税金の賦課
徴収などに関する分野を担当します。

【環境経済部・建設部・上下水道部】
農業や畜産、商工観光、道路、河川、都市計画、上下水道、農業委員会、
生活環境などに関する分野を担当します。

【福祉保健部・福祉事務所・教育委員会】
国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金、児童福祉や高齢者福祉、障が
い者福祉、介護保険、健康増進、生活保護、子育て、教育、生涯学習など
に関する分野を担当します。

Ｑ：議会運営委員会ってどんな役割があるの？

Ａ：本会議がスムーズに進行するように会議の期間や進め方などを決めます。
　　また、議長が議会の運営などについて意見を求めたり（諮問）します。

Ｑ：議会広報編集委員会ってどんな役割があるの？

Ａ：年４回行われる定例会後に発行している議会だよりの編集を担当します。
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令
和
３
年
第
２
回
定
例
会　

注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議案第７号　令和３年度鉾田市一般会計補正予算（第４号）否 決 市民1人3万円の地域振興券配布の是非を巡り論戦

コロナ禍による市民の家計負担の支援、市内経済の活性化を図るため、全市民に対
し1人当たり3万円の『地域振興券』を配布する経費を増額するもの。

事業実施の根拠となる市民の収入減の根拠は？
☞農業者及び給与所得者ともにコロナ禍の影響による大幅な所得減少は全体的に見て取れない。

地域経済効果は？
☞これまでも国の施策としてプレミアム商品券などの今回の事業と類似した事業を実施して

いるが、市内の商工業者に対する恩恵は限定的で地域全体の経済効果は未知数であること
から、今回の事業投資額に見合う経済効果は望めない。

事業実施後の将来の財政規律の健全化を図るための歳入確保策は？
☞ふるさと納税、クラウドファンディング、企業版ふるさと納税などを積極的に活用すると

しているが、具体的な方策が示されず歳入確保は懐疑的である。

これまでの経緯は？
　令和２年７月の全員協議会にて市長より、全市民に対し現金３万円の
給付を検討していると発表されました。
　きちんとした説明を求めるための要請書を市長へ提出、また一般質問
等で追及をしましたが明確な回答はなく、全員協議会も開催されないま
までした。
　令和３年４月の全員協議会で、現金ではなく商品券（地域振興券）の形
で給付する「（仮称）鉾田市地域振興券事業」について、事業概要並びに現
在の市の財政状況及び将来の財政見通し等について説明を受けました。

○予算特別委員会（6月10日、6月14日）

コロナ禍は近年にない国難。事業は市民の活力を見いだす起爆剤となり、
市民から事業実施を待ち望む声もある。

　予算特別委員会委員長からの議案の否決の報告を受け、本会議において賛否に関
する討論が交わされました。

執行部から事業の効果や根拠について明確な回答がない。市民情報の分
析と精査をした上で見直して欲しい。

賛成討論

反対討論

【審議結果】　賛成少数（5対12）により否決

予算特別委員会採決➡賛成少数（5対11）により否決

　総事業費15億円超の自主財源を使うこの事業に対し、議会では慎重な
審議が求められました。
　この重要議案について、議長を除く全議員で構成する予算特別委員会
を設置して集中審議を行いました。

〇本会議（６月17日）

主な論点
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議案は否決としましたが、市民に対するコロナ禍対策に万全
を講じるよう執行部へ決議書を提出し、強く要望しました。

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会　

注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議議案第２号　新型コロナウイルスに対する対応への決議書（案）の提出について

議案第８号　令和３年度鉾田市一般会計補正予算（第５号）可 決 対象者の方は申請お忘れなく

1. 新型コロナウイルスによる困窮世帯等の把握、分析をすること。この際に、年末
調整や確定申告等のデータだけでなく、各種福祉サービスデータ等を含めて総合
的な分析を早期に行うこと。

　 また、この結果について9月定例会の開催前に議会へ提出し説明すること。
2. 新型コロナウイルスワクチン接種に全力で取り組める体制を、再編し機能させる

こと。また生活相談体制構築に向けて、再度の検討を行うこと。
3. コロナ禍の長期化に備え、今も将来も見据えた健全な財政運営に努めること。ま

た新型コロナウイルス対策のための事業費負担が地方財政に与える影響について
精査した上で、予算措置や自治体の業務負担の軽減策について、国・県へ改めて
要望すること。

（以下、決議書より抜粋）

新型コロナウイルスに対する対応への決議書全文はこちら☞

※事業の詳細については、今後市HP等で掲載予定ですのでご確認ください。
 補助金額　一人当たり上限額 2 万円

　令和3年鉾田市成人式において、新型コロナウイルス感染症予防対策として、「緊
急事態宣言」及び「まん延防止等重点措置」区域からの参加自粛要請に応じたことで
発生したレンタル衣装等キャンセル料の一部を補助することにより新成人等の負担
を軽減を図るもの。

2. 成人式への参加自粛者に対するレンタル衣装等キャンセル料補助金

支給対象者世帯
・緊急小口資金等の特例貸付が
  利用できない世帯かつ要件を
  すべて満たす世帯　　　

支給額
・単身世帯　　　  ６万円
・２人世帯　　　  ８万円
・３人以上世帯　10 万円 要件等についてはこちら

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大等の状況を踏まえ、緊急小口資金等の特例
貸付を利用できない世帯に対し、就労による自立を図るため、または生活保護の受
給につなげるため支援を行うもの。

1. 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金

主な質疑
生活困窮者自立支援金につ
いて市独自の上乗せは考え
なかったのか。

就労の充実を図る、またはそれらが困難
な場合は円滑に生活保護へつなぐことが
事業の趣旨なので、市の上乗せは適して
いないと判断した。

答問
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令
和
３
年
第
２
回
定
例
会　

こ
こ
が
聞
き
た
い
!!　

一
般
質
問

議 員 名 質　問　事　項

髙埜　栄治

1

鉾田市が責を負う事故等に起
因する損害賠償に係る議決無
による「額の決定及び和解」取
扱いの実態と地方自治第96条
第1項第12号及び第13号規定
違反について

2

東関東自動車道水戸線及び国道
51号線ならびに市道・農業集落
排水に係る流末排水処理の適切
化と灌漑用ため池・土地改良区
域用水路の被害の把握と改善に
ついて

3
コロナ禍で変容する子どもの
養育・教育環境の把握（各種調
査結果）と予防・改善策の取組
みについて

入江　晃 1 新型コロナウイルスワクチン
接種について

土子　勝也

1 新型コロナワクチンについて

2 茨城かんしょトップランナー
産地拡大事業について

3 中小企業等支援事業について

4 防災無線デジタル化事業につ
いて

5 地域振興券について

水上美智子

1 コロナ禍における女性の負担
軽減について

2 不法投棄の対策について
3 きずなＢＯＸについて

4 買い物弱者・ゴミ出しの困難
な方の支援について

亀山　彰

1 （仮称）鉾田市地域振興券事業
の目的と財源、成果について

2 コロナ禍の対応について
3 公共交通網について

4 公共施設等総合管理計画につ
いて

議 員 名 質　問　事　項

高野　衛

1 新型コロナワクチン接種につ
いて

2 社会教育複合等施設（旧徳宿小
学校）について

3 東海第２原発の運転差し止め
命じる水戸地裁判決について

4 上山鉾田工業団地への進出企
業と産廃問題について

5 旧関東鉄道線路用地からの排
水対策について

6 小学校での害虫対策について

井川　倫士

1
日本製鉄株式会社東日本製鉄
所鹿島地区の生産設備の一部
休止に関する影響把握と対策
について

2
新型コロナウイルスのワクチ
ン接種に対する課題と提言に
ついて

3
コロナ対策としての商品券一
人 3 万円配布に対する課題
や代替案について

小沼　勝
1 認定こども園開園に向けての

計画について

2 財政状況と基金残高の推移に
ついて

検　索鉾田市議会　会議録

鉾田市議会ホームページで
一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス
   「http://www.city.hokota.lg.jp」
②市ガイド内の「鉾田市議会」クリック
③会議録をクリック
※今定例会の会議録は9月上旬公開予定です。

また、各議員の2次元コードを読み込むこと
で、⼀般質問の録画放送を再生できます。

ここが聞きたい!!ここが聞きたい!!
一般質問一般質問

||お
知らせ|お知らせ|

P11

P12

P12

P9

P10

P9

P10

P11

議員が市政全般の現状や方針な
どを問うものです。ここでは、
一般質問を要約して掲載します !!

？？？ 一般質問とは？一般質問とは？
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一
般
質
問　

髙
埜 

栄
治 

議
員　

／　

入
江  

晃 

議
員

予
約
率
に
よ
っ
て
ず
れ
込
む
こ

と
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
。

　
問
題
は
早
く
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
い
と
い
う
人
に
対
し
大

規
模
接
種
会
場
の
予
約
の
仕
方

と
か
、
内
容
を
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
く
の
か
と
思
う
が
如

何
か
。【

福
祉
保
健
部
長
】ワ
ク

チ
ン
を
早
く
打
ち
た
い

と
希
望
す
る
方
は
必
ず
い
る
と

思
う
の
で
、
大
規
模
接
種
会

場
で
接
種
す
る
た
め
の
予
約
の

取
り
方
な
ど
の
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

ぱ
い
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
い
う
計
画
で

あ
っ
た
が
、
市
内
医
療
機
関
の

協
力
で
可
能
な
限
り
日
曜
日

接
種
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
大
分
当
初
よ
り

も
枠
が
増
え
て
き
た
。

　

ま
た
、
茨
城
県
の
大
規
模

接
種
会
場
に
鉾
田
市
が
対
象

に
入
っ
た
こ
と
で
接
種
枠
が
増

え
た
こ
と
も
あ
り
、
何
と
か
当

初
で
計
画
し
た
70
％
の
枠
は

確
保
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
当
初
の
実

施
計
画
上
の
70
％
に
つ
い
て

は
、
完
了
が
見
込
め
る
こ
と
に

地
方
自
治
法
第
96
条

の
規
定
に
よ
る
議
決

案
件
で
あ
る
損
害
賠
償
等
の

額
の
決
定
及
び
和
解
に
当
た

り
、
な
ぜ
議
会
に
諮
ら
ず
、

額
を
決
定
し
、
和
解
し
た
の

か
伺
う
。【総

務
部
長
】
同
法
同

条
に
規
定
さ
れ
て
い

る
和
解
の
範
囲
は
、
裁
判
手

続
き
に
お
け
る
和
解
に
限
定

さ
れ
る
と
解
し
て
い
た
。
ま

た
、
賠
償
金
に
つ
い
て
は
、

保
険
で
支
払
う
場
合
は
保
険

会
社
か
ら
直
接
支
払
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
法
令
規
定
に
非

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
国
で
は
65
歳
以
上
の
希
望

者
全
員
に
７
月
末
完
了
を
進
め

て
い
る
。

　

鉾
田
市
の
対
応
に
つ
い
て
、

７
月
末
完
了
と
の
新
聞
報
道
が

あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
７
月
末
完
了
が
で
き
る
予
定

に
な
っ
た
の
か
伺
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
鉾

田
市
と
し
て
は
接
種

率
を
全
体
で
70
％
ぐ
ら
い
と

定
め
て
、
そ
の
完
了
に
向
け
た

計
画
を
つ
く
っ
て
き
た
。

　

当
初
の
予
定
で
は
８
月
い
っ

繰り返される地方自治法違
反の原因追究と事務改善を

65歳以上の新型コロナウ
イルスワクチン接種完了は

該
当
と
解
し
て
議
決
を
求
め

な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
県
に
照
会
助
言

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
本
市
の

事
務
取
扱
い
が
不
適
切
で

あ
っ
た
と
認
識
し
、
指
摘
の

と
お
り
事
務
手
続
き
に
瑕
疵

が
あ
っ
た
。市

負
担
金
は
、
概

ね
１
、０
０
０
万
円

に
も
及
び
大
事
業
費
に
相
当

す
る
額
で
あ
る
。
ま
た
、
民

法
の
求
償
権
に
よ
り
職
員
の

自
己
責
任
負
担
を
無
く
し
身

分
を
守
る
意
味
合
い
も
あ
る

か
ら
し
て
、
同
法
同
条
に
規

定
さ
れ
た
意
味
を
理
解
さ

れ
た
い
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
関
係
職
員
の
教
育
指
導

や
処
分
、
市
長
並
び
に
副
市

長
の
進
退
等
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
判
断
、
実
行
す
る
の

か
伺
う
。【市

長
】
今
回
の
件
に

つ
い
て
、
全
庁
的
に

法
令
違
反
等
が
な
い
か
調
査

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

第
三
者
委
員
会
を
設

置
す
る
か
、
既
存
の

行
政
改
革
推
進
会
議
等
で
、

法
令
及
び
例
規
の
取
扱
い
や

職
員
の
意
識
改
革
、
加
え
て

な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
県

庁
ま
で
市
民
が
行
く
の
か
不

透
明
な
部
分
が
あ
る
。

　

ま
た
現
在
、
接
種
券
を
送

付
し
た
人
の
予
約
率
は
8
割

を
超
え
て
お
り
、
計
画
上
の
7

割
か
ら
1
割
ほ
ど
多
く
の
方

の
予
約
が
あ
る
。
そ
の
た
め
1

割
の
方
が
2
回
目
を
完
了
す

る
ま
で
に
は
８
月
の
第
１
週
目

ぐ
ら
い
に
ず
れ
込
ん
で
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
。

当
初
の
目
標
で
い

け
ば
７
月
末
に
は

完
了
予
定
と
な
る
が
、
今
後
の

今
後
の
改
善
策
に
つ
い
て
早

急
に
取
り
ま
と
め
、
行
政
改

革
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
現
段
階

で
は
特
別
な
調
査
機

関
等
の
設
置
よ
り
も
議
会
へ

の
状
況
報
告
を
優
先
さ
せ
た

い
。
全
庁
的
に
適
切
な
法
令

解
釈
へ
の
理
解
を
周
知
さ

せ
、
当
該
案
件
に
つ
い
て
は

チ
ェ
ッ
ク
の
上
、
改
善
策
を

講
じ
再
発
防
止
に
努
め
た
い
。

答 答

答 答

答

問

問

問

再
質
問

再
質
問
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今
年
で
３
年
目
と
な
っ
た

茨
城
か
ん
し
ょ
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
産
地
拡
大
事
業
で
、
耕
作

放
棄
地
が
ど
の
位
解
消
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
か
ん
し
ょ
生
産
体
制

整
備
事
業
の
申
請
数
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】荒
廃

農
地
の
再
生
支
援
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
度
７
件
、
３

･

２
ｈ
ａ
、
令
和
２
年
度
５
件
、

２･

４
ｈ
ａ
、
２
ヵ
年
で
計
12
件
、

５･

６
ｈ
ａ
が
解
消
さ
れ
て
い
る
。　　

　

土
地
の
貸
付
事
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
３
３
２
ａ
、
令
和
２

年
度
１
９
７
ａ
で
あ
る
。

　

か
ん
し
ょ
生
産
体
制
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
の
実

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女

性
の
負
担
軽
減
が
求

め
ら
れ
る
中
、
①
防
災
備
蓄

品
の
生
理
用
品
を
必
要
な
方

に
配
布
す
る
こ
と
。
②
配
布
に

関
し
て
は
ネ
ッ
ト
申
請
や
郵

送
を
可
能
に
す
る
こ
と
。
③

防
災
備
蓄
品
等
の
食
料
を
生

活
困
窮
者
に
配
布
す
る
こ
と
。

④
小
中
学
校
や
公
共
施
設
等

の
ト
イ
レ
で
生
理
用
品
を
無

償
で
提
供
す
る
こ
と
。
４
点
を

市
に
対
し
要
望
し
た
が
、
そ
の

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
①
改
め

て
の
配
布
は
考
え
て

一
般
質
問　

土
子 

勝
也 

議
員　

／　

水
上 

美
智
子 

議
員

茨城かんしょトップラ
ンナー産地拡大事業は

コロナ禍における
女性の負担軽減対策

績
で
キ
ュ
ア
リ
ン
グ
施
設
を
１
件

整
備
し
て
お
り
、
本
年
度
も
１
件

予
定
し
て
い
る
。

申
請
が
難
し
い
よ
う

だ
が
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
環
境
経
済
部
長
】採
択
の

基
準
が
厳
し
い
状
況
が
あ

る
。
例
え
ば
、
作
付
面
積
が
25
ｈ
ａ

以
上
と
い
う
要
件
や
輸
出
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
大
規
模
事
業
者
支

援
と
い
う
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

荒
廃
農
地
の
再
生
水
田

で
の
畑
地
化
の
状
況
は
。

【
環
境
経
済
部
長
】水
田

の
畑
地
化
に
つ
い
て
は
、

県
及
び
市
農
業
再
生
協
議
会
に

は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
後
も
女
性
の
視
点
に
立
っ

た
災
害
用
品
の
備
蓄
に
努
め

て
い
く
。

　

③
生
活
困
窮
者
へ
の
配
布

は
考
え
て
い
な
い
。
備
蓄
品
は

賞
味
期
限
や
消
費
期
限
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
期
限
の
間
近
な

も
の
は
、
教
育
現
場
で
防
災
教

育
の
一
環
と
し
て
、
災
害
備
蓄

品
の
必
要
性
の
周
知
と
と
も

に
、
ま
た
食
品
ロ
ス
問
題
の
観

点
か
ら
も
活
用
し
て
い
る
。

【
福
祉
事
務
所
長
】
①
、

③
食
料
の
配
布
は
社

会
福
祉
協
議
会
独
自
の
事
業

お
い
て
、
需
要
に
応
じ
た
米
の
生

産
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
稲
作
と
他
作
物
を
組
み
合

わ
せ
た
収
益
性
の
高
い
水
田
農
業

を
推
進
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
畑
地
化
を
含
め
た

水
田
の
有
効
利
用
に
向
け
た
産

地
と
し
て
の
取
組
を
推
進
し
て
お

り
、
水
田
に
お
い
て
野
菜
な
ど
へ

の
転
作
が
行
わ
れ
た
面
積
は
14･

８
ｈ
ａ
と
な
っ
て
い
る
。

畑
が
足
り
な
く
て

困
っ
て
い
る
方
に
こ

の
事
業
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
耕
作
放
棄
さ
れ
た
田
ん
ぼ
を

農
地
に
再
生
で
き
る
の
で
市
と
し

て
Ｐ
Ｒ
を
ど
ん
ど
ん
し
て
ほ
し
い
。

『
か
け
は
し
ボ
ッ
ク
ス
事
業
』

に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
理
用
品
に
つ
い
て

も
、
必
要
が
あ
れ
ば
配
布
し

て
い
る
。【教

育
部
長
】
④
緊
急

的
に
生
理
用
品
が
必

要
な
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

保
健
室
に
備
え
て
あ
る
生
理

用
品
を
提
供
し
て
い
る
。

今
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
本
当
に
女
性

の
負
担
が
大
変
だ
と
い
う
こ

と
を
新
聞
記
事
、
ま
た
国
の

動
向
を
見
て
初
め
て
知
り
そ

の
対
応
を
求
め
た
が
、
執
行

中
小
企
業
へ
の
支
援
は

非
対
面
式
注
文
シ
ス
テ

ム
等
を
既
に
導
入
し
て

い
る
事
業
者
は
、
中
小
企
業
等
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
転
換
事
業
補
助

金
に
該
当
し
な
い
の
か
。

【
環
境
経
済
部
長
】補
助

対
象
者
は
、
市
内
に
事

業
所
を
有
し
、
か
つ
令
和
２
年
４

月
１
日
以
前
か
ら
事
業
を
行
っ
て

い
る
中
小
企
業
者
と
し
て
い
る
。

補
助
対
象
経
費
と
し
て
は
令
和

３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

12
月
28
日
ま
で
の
間
に
行
う
業

態
転
換
な
ど
に
要
す
る
経
費
が

対
象
と
な
る
。

部
の
対
応
は
不
十
分
で
あ
る
。

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
の

事
業
の
中
で
地
域
女
性
活
躍

推
進
交
付
金
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
そ
の
中
で
生
理
用
品
の

提
供
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
国
等
の
交
付

金
を
活
用
し
全
庁
的
に
し
っ
か

り
と
し
た
対
応
を
再
度
各
部

で
検
討
さ
れ
た
い
。

　

本
当
に
苦
し
ん
で
い
る
声

な
き
声
に
市
は
応
え
る
べ
き
で

あ
る
。
当
事
者
は
声
を
上
げ

に
く
い
と
思
う
。
女
性
に
寄
り

添
っ
た
行
動
を
躊
躇
し
な
い
で

取
り
組
む
よ
う
提
言
す
る
。

提
言

提
言

答

答

答答

答

答

答

問

問

問

問

再
質
問
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に
避
難
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と

司
法
が
言
っ
て
い
る
限
り
市
民

の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
市
長
と
し
て

は
、
き
っ
ぱ
り
再
稼
働
に
は
反

対
だ
と
い
う
よ
う
な
表
明
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が

如
何
か
。【市

長
】
先
ほ
ど
申
し
た

と
お
り
、
判
決
に
つ
い

て
は
、
意
見
を
述
べ
る
立
場
で

な
い
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
総
合
的
な
判
断
と

い
う
の
は
、
先
ほ
ど
の
後
段
の
ほ

う
で
述
べ
た
と
お
り
状
況
を
見

な
が
ら
判
断
し
た
い
。

の
市
長
と
し
て
、
判
決
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
再

稼
働
は
認
め
な
い
態
度
を
表
明

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
を
伺
う
。

【
市
長
】
本
裁
判
は
、
日

本
原
子
力
発
電
株
式
会

社
が
有
す
る
東
海
第
二
発
電
所

に
つ
い
て
、
運
転
差
止
め
を
求
め

た
訴
訟
に
な
る
の
で
、
市
は
当

事
者
で
な
い
こ
と
か
ら
、
司
法
が

出
し
た
判
決
に
つ
い
て
、
意
見
を

す
る
立
場
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
工
事
（
施
設
の
安
全

性
向
上
の
た
め
の
対
策
）
が
確

実
に
行
わ
れ
、
再
稼
働
の
有
無

に
関
係
な
く
、
発
電
所
の
安
全

交
付
金
や
補
助
金
が
使
え

ず
15
億
円
超
の
財
政
調
整

基
金
を
使
う
と
の
こ
と
だ
が
、
市
長

は
今
年
度
の
施
政
方
針
で
、「
財
政

健
全
化
に
努
め
」と
言
っ
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
健
全
化
に
努
め

る
の
か
具
体
的
な
計
画
を
伺
う
。

【
市
長
】新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延

は
、
１
０
０
年
に
１
度
の
災
害
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
こ
の
現

状
を
打
開
し
な
け
れ
ば
将
来
も

危
ぶ
ま
れ
、
鉾
田
市
の
活
力
が
失

わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
脱
却
し
た
後
は
、

引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
努
め

３
月
18
日
の
東
海
第
二

原
発
の
運
転
差
止
め
を

命
じ
る
水
戸
地
裁
判
決
は
、
原

発
事
故
が
起
き
た
際
、
実
現
可

能
な
避
難
計
画
が
整
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
に
は
程
遠
い
と
指
摘

し
、
半
径
30
キ
ロ
圏
内
の
原
告

の
請
求
を
認
め
た
。
判
決
が
重

視
し
た
の
は
、
住
民
を
守
る
最

後
の
手
段
で
あ
る
94
万
人
の
避

難
計
画
に
つ
い
て
、
人
口
密
集
地

域
の
避
難
は
容
易
で
な
い
と
述

べ
、
実
効
的
な
避
難
計
画
の
策

定
が
担
保
で
き
る
と
い
う
こ
と
に

疑
問
を
示
し
て
い
る
。

　

30
キ
ロ
圏
内
に
あ
る
鉾
田
市

一
般
質
問　

亀
山  

彰 

議
員　

／　

高
野  

衛 

議
員

鉾田市地域振興券事業の
目的、財源及び成果とは

東海第二原発に関す
る水戸地裁判決及び
再稼働に対する考えを

た
い
。
当
面
の
間
は
、
基
金
を
活

用
し
た
財
政
運
営
を
行
い
つ
つ
、

企
業
誘
致
等
に
よ
る
税
収
の
確
保
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
更
な
る
納
税
制
度
の

導
入
な
ど
新
た
な
歳
入
確
保
を
図

る
。
ま
た
、
建
設
事
業
費
の
見
直

し
、
経
常
経
費
等
の
削
減
や
令
和

９
年
度
に
鉾
田
大
洗
ご
み
処
理
施

設
が
稼
働
す
れ
ば
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
毎
年
の
修
繕
費
の
部
分

で
歳
出
に
つ
い
て
も
健
全
化
が
図

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

巨
費
を
投
じ
る
か
ら
に
は
、

経
済
効
果
及
び
収
入
減

少
、
ま
た
は
失
職
し
た
市
民
の
現

状
や
生
活
困
窮
者
の
推
移
に
つ
い

て
肌
感
覚
で
は
な
く
、
根
拠
と
な

る
数
字
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
政
策
企
画
部
長
】市
内
業

者
や
市
全
体
の
活
性
化
が

図
れ
る
と
想
定
し
て
お
り
、
経
済

効
果
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
未
知

数
だ
が
、
各
個
人
が
消
費
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

　

根
拠
数
値
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
中
の
申
告
デ
ー
タ
を
確
認
す

る
と
減
少
し
て
い
る
方
も
い
れ
ば

増
加
し
て
い
る
方
も
い
る
が
、
農

業
所
得
、
営
業
所
得
は
総
額
が
前

年
度
よ
り
微
増
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
失
業
者
等
に
つ
い
て
は
把

握
が
困
難
な
た
め
、
一
例
を
あ
げ

性
が
向
上
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
常
々
話
を
し
て
い
る
市
民
の

安
全
と
い
う
観
点
か
ら
ど
う
な

の
か
、
そ
し
て
県
の
原
子
力
安

全
対
策
委
員
会
や
原
子
力
審
議

会
で
の
意
見
や
判
断
、
発
電
所

周
辺
自
治
体
と
の
協
議
に
よ
り
、

総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
も
、
住
民

か
ら
東
海
第
二
原
発

の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
反
対
し

て
ほ
し
い
と
、
議
会
請
願
や
市

長
に
対
し
要
請
し
て
い
る
。
し

か
し
明
確
な
市
長
の
答
弁
は
な

く
、
総
合
的
に
判
断
を
す
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
だ
が
、
安
全

る
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
し

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
休
業
や
失
業
で
収
入
減
少
さ

れ
た
方
向
け
の
生
活
福
祉
資
金
の

特
例
貸
付
申
込
受
付
が
令
和
２
年

度
で
６
０
２
件
、
令
和
３
年
度
５

月
末
現
在
で
１
０
９
件
の
申
請
が

あ
っ
た
と
確
認
し
て
い
る
。

基
金
は
未
来
の
た
め

に
何
を
な
す
の
か
考

え
抜
い
て
使
う
べ
き
と
考
え
る
。

補
助
金
や
起
債
を
上
手
に
活
用
し
、

遅
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
し
、
鉾
田
市
に
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
言
わ
れ
る
鉾
田
市
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

提
言

答

答

答

答

問

問

問

再
質
問
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一
般
質
問　

井
川 

倫
士 

議
員　

／　

小
沼  

勝 

議
員

ワクチン接種率を
上げるための課題は

財政状況と基金
残高の推移は

本
格
的
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
開
始
さ
れ
て
、
想

定
外
の
課
題
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
か
伺
う
。

ま
た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
に
つ

い
て
市
の
見
解
を
併
せ
て
伺
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】国
の

方
針
が
次
々
と
示
さ
れ

る
中
で
、
そ
れ
に
沿
っ
た
対
応

を
す
る
た
め
に
医
療
機
関
を
含

め
た
関
係
機
関
と
の
調
整
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

　

接
種
率
に
関
し
て
は
、
読
め

な
い
部
分
も
多
い
が
、
欧
米
で

若
年
層
が
接
種
せ
ず
50
％
に
満

た
な
い
状
況
が
あ
る
。
日
本
で

令
和
９
年
に
完
全
に

財
政
調
整
基
金
と
減

債
基
金
が
枯
渇
す
る
予
測
が

見
込
ま
れ
る
。
あ
と
５
年
で

鉾
田
市
の
財
源
が
成
り
立
た

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

令
和
９
年
以
降
、
毎
年
13
億

円
に
も
上
る
財
源
不
足
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】現

在
公
表
し
て
い
る
財

政
状
況
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
景
気
動
向
、
国
の
施
策
、

将
来
の
事
業
な
ど
の
把
握
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
国
県
補

も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る

可
能
性
は
十
分
に
認
識
し
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
一
般
的
に

言
わ
れ
る
集
団
免
疫
獲
得
の
6

割
を
目
指
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

技
能
実
習
生
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
こ
れ
か
ら
課

題
の
一
つ
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。
特
に
実
習
生
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
情
報
が
つ
か
み
づ
ら
く
不

安
に
思
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

派
遣
元
の
管
理
団
体
と
連
携
し
、

情
報
提
供
を
す
る
べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
、
協
力
を
得
ら
れ
れ

ば
、
両
Ｊ
Ａ
と
共
同
で
職
域
接

種
を
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
と

思
う
が
市
と
し
て
の
考
え
は
。

助
金
、
地
方
債
な
ど
の
特
定

財
源
を
除
い
た
一
般
財
源

ベ
ー
ス
で
、
今
後
10
年
間
の

推
移
を
想
定
し
て
い
る
も
の

で
、
令
和
９
年
度
以
降
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
は
、
当
面

の
間
、
基
金
を
活
用
し
た
財

政
運
営
を
行
い
な
が
ら
、
併

せ
て
新
た
な
財
源
の
獲
得
や

早
め
の
建
設
事
業
の
見
直
し

な
ど
の
歳
出
削
減
を
並
行
し

て
行
っ
て
い
く
。

歳
出
の
見
直
し
は

ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　

ま
た
歳
出
を
削
減
す
る
た

【
福
祉
保
健
部
長
】職

域
接
種
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
等
が
、
自

ら
手
を
挙
げ
て
、
医
師
や
看

護
師
等
の
医
療
従
事
者
を
確

保
す
る
の
が
前
提
と
な
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
行
政
で
行
う
接

種
と
は
別
枠
で
や
る
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
大
企
業
で
あ

れ
ば
、
産
業
医
が
常
駐
し
て

い
る
、
あ
る
い
は
自
前
の
病
院

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
可
能

に
な
る
。

　

ま
た
、
現
在
市
内
の
15
医
療

機
関
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
、
職
域
接
種
を
行
う
と

な
れ
ば
行
政
で
行
っ
て
い
る
接

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
取
り
組
む
の
か
。

【
市
長
】財
政
規
律
を

重
ん
じ
な
が
ら
、
財

政
運
営
を
し
た
い
。

　

ま
た
歳
出
削
減
に
は
、
普

通
建
設
費
事
業
の
見
直
し
や

義
務
的
経
費
の
削
減
を
検
討

し
て
、
ス
リ
ム
化
し
た
財
政

を
運
営
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

今
後
、
毎
年
巨
額
の

財
源
不
足
に
陥
る
可

能
性
が
あ
る
中
で
、
財
政
調

整
基
金
を
15
億
円
取
り
崩
し

て
地
域
振
興
券
事
業
を
実
施

種
と
の
す
み
分
け
が
大
き
な
課

題
に
な
る
と
考
え
る
。

　

な
お
技
能
実
習
生
に
つ
い

て
は
、
管
理
団
体
等
を
通
じ

て
説
明
を
行
い
、
接
種
を
受

け
る
よ
う
お
願
い
を
し
て
い

き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
県
で
行
う
集
団

接
種
会
場
で
管
理
団
体
の
協

力
を
得
て
、
接
種
を
行
う
こ

と
も
一
つ
の
方
法
と
考
え
る
。

技
能
実
習
生
が
安

心
し
て
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
す
る
た
め
に
は
通
訳
等

の
準
備
が
必
要
と
な
る
の
で
、

管
理
団
体
と
協
議
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
今

後
市
の
財
政
は
や
っ
て
い
け

る
の
か
。
歳
入
の
確
保
の
具

体
的
な
考
え
は
。

【
政
策
企
画
部
長
】こ

れ
ま
で
も
積
極
的
に

新
た
な
補
助
金
等
の
獲
得
は

も
と
よ
り
、
今
後
は
企
業
誘

致
に
よ
る
税
収
の
確
保
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
等
の

導
入
、
市
有
財
産
の
処
分
や

利
活
用
、
知
的
財
産
権
の
活

用
な
ど
、
可
能
性
の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

提
言

答

答

答

答

答

問

問

問

問

再
質
問
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委
員
会
報
告
（
経
済
建
設
常
任
委
員
会
）
／　

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

委 員 会 報 告

議会ＩＣＴ化について

　6月21日に行われた経済建設常任委員会所管事務調査にて、サツマイモ基腐病に感染した可能性のあ
る苗が県内に出荷され、市内販売店から販売されていた件について調査を行いました。
　市執行部からは、対策会議を開き、ＨＰや防災メールで周知を行ったことや、市内に出荷された苗1,000
本のうち店頭販売された850本については、県及び市で現地調査を行い、販売記録等の確認を販売店へ
協力依頼をしたとの説明を受けました。委員から市執行部に対し早急に対策をとるよう要請すべきとの
意見があり、同日、議長から市長へ「サツマイモ基腐病の感染対策について」要請書を提出しました。

　令和3年第2回定例会からタブレットの活用が開始されました。また、議場等会議システム改修に
より、議場内に大型スクリーンを設置し、説明資料の映し出し等が行えるようになりました。　　  
　さらに、テレビ会議システムを導入し、議場・委員会室を拠点とし支所等と繋ぎ、リモートで委
員会等を行えるよう試験的に運用を開始しました。

旭総合支所及び大洋公民館にてスクリーンでの議会中継の
視聴が可能になりましたので、ぜひご活用ください。
※映像配信は、本会議のみです。
　委員会の配信は行っておりませんのでご注意ください。

１. サツマイモ基腐病感染の疑いがある苗を販売した市内種苗店の販売履歴等を確認し、購入
した者の特定に全力を挙げること。

２. 市内のサツマイモ生産者及び家庭菜園でサツマイモを栽培する方に対し、適切な情報提供
を行い注意喚起を図ること。

３. 万一、圃場でサツマイモ基腐病の発生が確認されたときは県と連携し被害を最小限に留め
るように万全を期すこと。

「サツマイモ
を栽培されて
いる方へ」

「サツマイモ
基腐病の感染
対策について」
要 請 書 全 文 に
ついてはこちら

5月13日 タブレット端
末操作研修会をリモー
トで行いました。

全員協議会や各種委員会をテレビ
会議（リモート）で行いました。

旭総合支所のスクリーン ライブ中継をご覧
いただく際の注意

購 入 時 期　5月17日（月）から5月24日（月）までの間
購 入 店 舗　吉田屋種苗店（市内販売店）
購入苗品種　サツマイモ「紅アズマ」切苗
問 農業振興課　☎0291-36-7651

＊こちらの内容に該当する方は
　　　　　　　　担当課までご連絡ください。
市内で蔓延防止を図るため購入した方を探しています。

サツマイモ基腐病の情報は
随時鉾田市HPに更新されま
すのでご確認ください。

（以下要請書一部抜粋）
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請
願
審
査
報
告　

／　

請
願
等
の
提
出
に
つ
い
て

請 願 審 査

　行政に対する市民の意見・要望等について、年齢や国籍などに関わらず、どな
たでも、市議会に対し請願・陳情を行うことができます。
　議会事務局で随時受付をしています。市議会HP内の請願・陳情のページの提出
方法や書き方見本を参照し、鉾田市議会議長宛てに提出をしてください。

　安全・安心の医療・介護実現と国民のいのちと健康を守るための意見書　（※一部抜粋）
 
　2020年の新型コロナウイルスによるパンデミック（感染爆発）は、日本国内でも大きな影響を広げ
ました。経済活動や国民生活にも深刻な影響を及ぼすと共に、「医療崩壊」などが取りざたされ、国
民のいのちと健康が脅かされる事態が広がりました。
　新型コロナウイルス感染対策の教訓を経て、国民のいのちと健康、暮らしを守るためにも、そし
て新たなウイルス感染や自然災害などの事態の際に経済活動への影響を最小限に抑え込むためにも、
医療・介護・福祉、そして公衆衛生施策の拡充は喫緊の課題です。
　私たちは、国民が安心して暮らせる社会実現のために、下記の事項を要請します。

記
　１. 今後も発生が予想される新たな感染症拡大などの事態にも対応できるよう、医療、介護、福祉

に十分な財源確保を行うこと。
　２. 公立公的医療機関の統合再編や民間医療機関を含めた地域医療構想を見直し、地域の声を踏ま

えた医療体制の充実を図ること。
　３. 安全・安心の医療・介護提供体制を確保するため、医師・看護師・医療技術職・介護職等の適

正な人員を配置すること。
　４. 地域の保健所の増設ならびに機能の強化、自治体保健師等との連携ならびに能力開発など公衆

衛生行政の拡充を図ること。加えて、ウイルス研究、検査・検疫体制などを強化・拡充すること。
　５. 社会保障に関わる財源確保をした上で国民負担軽減を図ること。

【審査経過】
　厚生文教常任委員会に付託された本請願を、参
考人の出席を求めて審査しました。審査において
は、国による財源の確保、地域医療構想を見直し
することによる地域医療体制の充実、医療関係者
の大幅な増員などを求める本請願の願意は本市に
おいても早急に改善を図っていかなくてはならな
い課題であるとの結論に至りました。
　加えて、このコロナ禍の中で県の保健師も未知
の業務に従事していることや、本市の保健師等と
の連携の脆弱性が指摘されるなど、鉾田市議会と
して意見書の提出にあたり、内容を加筆する必要
性について、各委員からの意見がありました。
　審査の結果、請願趣旨は妥当であるとして、全会
一致で採択となりました。

【請願内容】
　本請願は、新型コロナウイルス感染症対策
の教訓を経て、国民のいのちと健康、暮らし
を守るためにも、そして新たなウイルス感染
や自然災害などの事態の際に経済活動への影
響力を最低限に抑え込むためにも、医療・介
護・福祉、そして公衆衛生施策の拡充を求め
るものです。 

「安全・安心の医療・介護実現と国民のいのちと健康を守るための意見書」を
国に提出することを求める請願書

国に対し意見書を提出しました

採 択 請願第03-1号　　

書き方見本など
詳細はこちら

請願・陳情を受理しています
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お
知
ら
せ　
　

映
像
配
信
に
つ
い
て　

／　

傍
聴
に
つ
い
て

傍聴に対する新型コロナ
ウイルス感染症感染拡大
防止対策は行っているけど、
外出することに不安がある
方はこちらを使ってみてね。

議会映像配信をご利用ください

議会傍聴希望の皆様へ

「新しい生活様式」の実践及び感染拡大防止の観点から以下の点にご留意願います。
○職員による検温にご協力ください。
○マスクを着用願います。
○咳エチケットを励行してください。
　（「咳エチケット」とは、咳・くしゃみの際に、マスク・ティッシュ・ハンカチ・袖などで口や
　 鼻をおさえることをいいます。）
○手洗い・手指の消毒を徹底してください。
○熱がある場合や体調不良（だるい・咳が出るなど）の場合は、傍聴参加を自粛願います。
○傍聴席は、間隔を空けて着席していただくことから、座席数を制限させていただきます。
○「いばらきアマビエちゃん」「新型コロナウイルス接触確認アプリ（略称：COCOA）の登録に
　ご協力ください。

本会議　３月、６月、９月、12月の４回開催
場　所　鉾田市議会議場（鉾田市役所３階）
開　会　午前10時
受　付　鉾田市役所３階　議会事務局前
　　　　　　　　　　　 〈事前の申込不要〉

コロナ禍における傍聴についてお願い

私語や拍手、高笑い禁止
議場内は静粛に

携帯の使用禁止
マナーモードに

議場内飲食禁止 庁舎内禁煙

《視聴方法１》 《視聴方法２》

いつでもどこでも開かれた議会へ！

①鉾田市議会を検索 議会中継のページ
に直接アクセスで
きます

②ホームページ内「議会中継」
　をクリック

③ライブ中継は議会が開始する
までそのままでお待ちくださ
い。録画配信は会議名一覧等
から該当するものをクリック

検 索鉾田市議会

お 知 ら せ

議場内のルール厳守にご協力を

　本会議は、原則として鉾田市議会傍聴人受付簿に住所、氏名、年齢を記入していただけ
れば、誰でも傍聴することができます。（児童及び乳児は議長の許可による）
※万が⼀新型コロナウイルス感染症感染者が発生した場合に備え、現在は連絡先（電話番号）
の記入をお願いしています。
　傍聴をご希望の方は、傍聴を希望される当日に市役所3階の議会事務局までお越しくださ
い。ただし、座席制限のため入場をお断りすることがあります。密を避けるための対策で
すので、ご理解の程よろしくお願いいたします。　

　一般質問や採決などの本会議の様子は、インターネットを使用したライブ中継や録画配
信を行っています。
　インターネット環境があればいつでもどこでも議会を視聴することができますので、ぜ
ひご活用ください。（録画配信は概ね１週間程度で反映されます）



令和3年第3回定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土
9/5 6 7

本会議
（開会）

8 9
一般質問

10
一般質問

11

12 13 14
一般質問

15
本会議

16
本会議

17 18

19 20 21
決算特別
委員会

22
決算特別
委員会

23 24
決算特別
委員会

25

26 27 28
決算特別
委員会

29
常任

委員会

30
常任

委員会

10/1
常任

委員会

2

3 4 5
本会議

（閉会）

6 7 8 9

※日程は変更になる場合があります。

令和3年第2回定例会延べ傍聴者数 54名
議会映像配信視聴数 721アクセス
 （令和3年6月4日～令和3年7月4日）

編
集
委
員

議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

9月7日㈫〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所3階事務局前
にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。
※日程は変更になる場合があります。

　新型コロナウイルス感染症が世界的にま
ん延してから、一年以上経過し、変異株の
出現などにより、今もなお感染拡大は続い
ています。
　ワクチン接種が鋭意進められています
が、事態が収束するまでの間、議員の皆様、
議会としての権能と責務を果たすことが、
市民の負託に応えることとなります。
　令和三年度の議会報告会について、会
場に参集する報告会に代え、オンラインに
よる動画配信の報告会を要望いたします。

委 員 長　井川　倫士
副委員長　鬼澤　治男
委　　員　入江　　晃　 水上　美智子
　　　　　亀山　　彰　 土子　勝也

鉾
田

市
議

会
だ

よ
り
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傍 聴 者 の 声

串挽下区長
郡司　良治

インターネット配信を視聴して

掲載写真募集!!
あなたの写真を議会だよりに掲

載してみませんか？

■写真のテーマ 『発見！魅力ある鉾田の風景』

　（例 北浦などの水辺の風景、花いっぱいな風景 など）

■申込方法
　下記の必要事項を明記のうえ、議会事務局まで画像データ

　持参またはメール（gikai@city.hokota.lg.jp）でお申し込み

　ください。
　・氏名　・住所　・電話番号　・写真撮影場所（○○地区など）

　・写真のタイトル（20字以内）

　※団体名（○○クラブなど）も記載希望の方は、そちらも明

　　記ください。
　※掲載スペースの関係上写真は横向き。メールでの画像

　　データはJPEG形式で６MB以内。

■注意事項
　画像等の返却はできません。また、人物等を含む写真の場

　合は肖像権の侵害等が生じないよう、事前に被写体の承諾

　を得たうえでお申し込みください。

広報編集委員会の様子広報編集委員会の様子
委員会委員が改選になりました。委員会委員が改選になりました。
より良い議会だよりを目指し、協議していきます。より良い議会だよりを目指し、協議していきます。

　公職にあるものは、公職
選挙法により選挙区内の住
民にお金や物を贈ったりす
ることが禁止されています。
　市民の皆様にはご理解を
お願いします。

新盆等のご挨拶を
　自粛しております

※公職…国会議員、地方議会議員、都道府県知事、市町村長など


